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資料紹介 2022 年度・図書部会報より 

 

本校の 1階、購買部から右に曲がると「資料室」があります。今年度、図書室では資料室の整理を行いました。 

資料室は本校に関わる資料を保管するための部屋で、通常、生徒は利用できない場所です。今回、本校に関わる

様々な資料が見つかりましたので、図書部員と一緒に、そのうちの一部を紹介し、この学校の歴史を振り返って

みたいと思います。 

 

【初めて作られた学校案内】 

学校紹介には欠かせない「学校案内（パンフレット）」ですが、裏表紙に「1956年 10月 20日発行」とみえます。

本校は 1957（昭和 32）年設立ということで、その前年ということになり、最も古いものだと思われます。 

 

（昭和 31年・学校案内・表紙）                （裏表紙） 

 

    

 

 

表紙には「東邦大学付属」と初代校長の菊地先生の名前がみえます。裏表紙は、学校周辺の地図で、当時、正門

周辺が畑だった様子がうかがえます。田園都市線は、この頃「玉川電鉄」と呼ばれており、住所も現在は「世田

谷区」ですが「目黒区上目黒」だったようです。 
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（教育の目的）               （本学園の概要） 

 

 

 

創立当時の「教育の目的」には、以下のような三つがあげられています。 

（一）天賦の能力をあますところなく発揮し得る知性に富んだ人を育成すること 

（二）自主性と社会性を兼ね備えた情操豊かな人を育成すること 

（三）健やかな身体とたくましい精神とを持ち健康美に溢れた人を育成すること 

 

右側の「本学園の概要」をみると、本校が元々「旧陸軍近衛輜重兵
しちょうへい

連隊」の土地に建てられたことがわかりま

す。また、当時の池尻大橋方面の坂や校庭、理科実験室などが写真で確認できます。当時の校舎は、現在の校庭

の場所に建てられており、現在、校舎が建っている場所が当時の校庭だったようです。 

 

アクセスについても、パンフレットには必須ですが、本校は「四通八達
しつうはったつ

していて、至極便利です」と書かれて

います。電車やバスのほか、池袋から品川行きの「トロリーバス」が利用できたようです。バス停は「大橋下車」

とあるので、池尻大橋方面にトロリーバスの停留所があったようです。 

東邦大学・学校法人東邦大学の創立者で理事長であった額田豊氏の「本校の設立の趣旨」や、初代校長である

菊地先生の「就任の心境」は現物のまま次ページに掲載しますので、ぜひ読んでみてください。 
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【小型版・昭和 33年度の学校案内】 

 

制服も学校選びのポイントの一つですが、こちらには「制帽と制帽」の写真や、初代菊地校長の「私の願望   

―本校の教育・運営について」が箇条書きで掲載されています。 

 

「私の願望―本校の教育・運営について 校長 菊地竜道（原文ママ）」は、読みにくいので、文字おこしをして

おきます。太文字部分もそのままにしておきます。 

 

一、楽しく明るく 常に教育的良心にもとずき、明朗な雰囲気のうちに、教師と生徒と両親との、三者一連の理

解・信頼・協調によつて、堅実にして、楽しく、明るい学園を築きたい。 

二、絶えず向上 常に自主的に学習に精励し、絶えず向上心に燃えている生徒に育てたい。 

三、期待する人間像 将来、わが民族の発展を通じて、世界の進歩に貢献する人間像を夢みつつ、自我の形成に

努力する若人に育てたい。 

四、科学の基礎教育 日本の科学技術が、歐米先進国を追越すように、その基礎教育を高度に広め、やがて、生

徒達の頭脳を資源化し、天然資源の貧しさを克服し、国民生活を豊かにして、福祉国家を実現する基盤を培

かいたい。 

五、有能な教師 全国的視野に立つて、有能な教師を招き、待遇を厚くし、住宅を提供して、その教育能力を最

高度に発揮させたい。 

六、実力の充実 六ケ年の一貫教育を実施して、現在の公立中学校・高等学校よりも、いつそう有機的に、教育

内容を整理関連させ、能率のあがる教育を実施して、実力の充実した卒業生を世に送りたい。 

七、少数教育 （一）特に数学・英語については、一学級を二班に分け、少数教育により徹底を期する。 （二）

物理・化学では、講義と実驗の併進により、深く理解させ、教育内容の程度を高めたい。 

八、進学能力の付与 正常で充実した教育の結果、生徒個々の適性と応分の希望によつて、堂々と大学へ進む路

を開きたい。 
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このほか、資料室には、今では着用の義務がなくなった「学帽」や校章入りの「カバン」も保管されています。 

   

 

   

歴代の文化祭や体育祭のパンフレットのほか、数研や水泳部など部活で発行された冊子も保存されています。 

こちらも機会があれば紹介してみたいと思います。 
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【昭和 60（1985）年の「学校案内」】 

 

この頃になるとカラー写真が多く掲載されています。旧校舎の施設紹介をみると、正門が大橋病院側にあり、  

今の正門が裏門となっていることがわかります。 
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【学園祭から体育祭と文化祭へ】 

 

歴代の文化祭や体育祭のパンフレットも保存されています。第 1 回以降、体育祭と文化祭は「学園祭」として  

連続した日程で 10月に行われていたようです。 

     （第一回・学園祭）                  （体育祭目次）  

  

 

その後、1963 年の第 6 回体育祭は 6 月 2 日に行われ、1964 年の 10 月 3・4 日に第 7 回文化祭が行われている  

ことから、このあたりから、現在のように、初夏に体育祭、秋に文化祭とわけて開催されたようです。 

       

（1963年 体育祭）                   （1964年 文化祭） 

   

この時の体育祭のプログラムを次ページに掲載しています。当時は保護者や職員も参加していました。対して 

色別対抗混合リレーなど現在と同じ種目もあったようです。 
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1963（昭和 38）年 

 

 

 


